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賜西大學『繹演論集』第16巻第4・5合併号 689 
略歴
明治39年12月 20日 東京市牛込区原町3丁目77番地において、錆方徳蔵・治
の長男として生る
大正2年4月 私立高千穂小学校に入学
4年 7月 兵庫県津名郡由良尋常小学校に転入学．（父徳蔵由良要塞司令官に
転任のため）
7年 9月 私立高千穂小学校に再入学
8年 3月 同校卒業
8年4月 私立高千穂中学校に入学
9年 4月 熊本県立中学済々曇に転入学
13年3月 同螢卒業
13年4月．英語勉学のため同曇補習科に停る
15年4月 第五高等学校文科甲類に入学，昭和4年3月卒業
昭和4年4月 京都帝国大学経済学部に入学， 7年3月卒業
7年 4月 東京帝国大学経済学部大学院に入学，土屋喬雄助教授の下で古
代経済研究に従事， 10年3月中退
8年12月 父徳蔵（陸軍中将）死去
9年4月 橋本クヅと結婚
10年 2月母治死去
10年4月・京都帝国大学文学部史学科大学院に入学，浜田耕作教授の下で
古代社会研究に従事， 14年9月中退
13年lP月 弟龍雄（陸軍歩兵大尉）．支那江南戦線にて戦死
14年10月 京都帝国大学農学部副手に任ぜられ，黒正巌教授の下で古代農
．史研究に従事
16年7月 隠岐島調査行
10月 朝鮮調査行
認g
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昭和17年 8月 屋久島・種子島調査行
18年 7月 能登調査行
19年8・9月 内蒙古調査行
22年5月 大阪経済専門学校講師
10月 関西大学専門部講師
23年 4月 関西大学専門部教授
5月 京都大学より農学博士の学位を授与さる
提出主論文 「日本古代家畜史」
副論文 「日本古代の農具に関する諸問題」
9月 関西大学教授に任ぜられ，専門部教授兼任
25年6月 関西大学大学院教授に兼任さる
11月 関西大学経済学部次長に任ぜらるo26年9月まで在任
26年10月 関西大学経済学部長に任ぜらる。 27年9月まで在任
27年10月 経済学部長に再任さる。 28年9月まで在任
30年 高槻市史編集委員を嘱託さる
31年1月 関西大学大学院経済研究科幹事に任ぜらる。33年1月まで在任
10月 大阪府建設工事紛争審査委員会委員を嘱託され，現在にいたる
32年4月 関西大学補導主事に任ぜらる。 35年3月まで在任
33年1月 関西大学学生部長代理に任ぜらる。 35年3月まで在任
34年5月 関西大学就職主事に任ぜらる。 36年4月まで在任
35年 1月 関西大学大学院経済学研究科幹事に任ぜらる。 36年9月まで在
任
36年10月 関西大学大学院経済学研究科科長に任ぜらる。 37年 1月再任さ
れ， 3月まで在任
37年10月 関西大学経済学部長に任ぜらる。 39年9月まで在任
40年8月 関西大学就職部長に任ぜられ，現在にいたる
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著作目録
著・書
日本古代家畜史 河出書房 昭和20年10月
23年3月
23年10月
32年3月
40年 4月
古代前期の産業経済（新日本史講座） 中央公論社
日本古代桑作史 大八洲出版
経済と農業「図説日本文化史大系」（飛鳥時代）小 学 館
農具の歴史 至文堂
論文
本邦古代に於ける稲の問題に就いて
錮丁考
我国古代の労働組織 (1) 
同 (2)
日本古代の家畜に関する諸問題 (1) 
同 (2)
本邦古代における猪の飼養 (1) 
同 (2)
古代に於ける南朝鮮の農耕
—特に穀物を中心として一一
古代に於ける南朝鮮の農具について
古代に於ける労働組織変遥の一型態
—南朝鮮の場合＿
日本古代麦作考
日本古代の食糧問題
日古代焼畑考
本邦古代の稲に関する二三の問題
食糧史上より観たる上古の家畜
古史に表はれたる水と農業
—古風土記を中心として一一
古代に於ける種子島の稲作
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経済史研究 13巻3号昭和10年
経済史研究 14巻 1号 10年
経済史研究 15巻 5号 11年
同 6号
社会経済史学 7巻2号 12年
同 3号
経済史研究 17巻5号 12年
同 6号
社会経済史学 8巻 4号 13年
社会経済史学 8巻10号
社会経済史学 9巻 6号
農業と経済 6巻12号
食糧経済 6巻 3号
農業と経済 7巻 6号
農業経済研究 16巻 4号
食糧経済 6巻 7号
農業と経済 8巻 1号
農業及園芸 16巻10号
14年
14年
14年
15年
15年
15年
15年
16年
16年
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古代に於ける人民の流亡とその対策
—南朝鮮を中心として一一
向山周慶
隠岐国上代の水産業
古代の倉度とその国家経済史的意義
—南朝鮮を中心として一一
日本古代の麦に就いて
—特にその由来―
古代に於ける水田の開墾
本邦古代の役畜に関する一試論
—農業を中心として一一
政治と食糧
披玖・多称古史考
本邦古代肥料考
上代の乳牛に就いて
—頭数とその分布—
家畜起原論 —家畜起原説批判ー一
本邦古代養難考
本邦古代多生児考
本邦古代の農具に関する諸問題 (1) 
同 (2)
帰化人と古代の養蚕
一秦人を中心として一—
社会経済史学 11巻8号 昭和16年
農 政 10月号
経済史研究 26巻 3号
16年
16年
農業経済研究 17巻2号 16年
農業経済研究 17巻 4号 16年
社会経済史学 11巻11・12号
17年
社会経済史学 12巻7号 17年
食糧経済 8巻 6号 17年
経済史研究 29巻 1号 18年
経済史研究 29巻4号 18年
農業と経済 10巻3号 18年・
農業経済研究 18巻 4号 18年
経済史研究 30巻3号 18年
人口問題 6巻1号 18年
歴史学研究 109号 18年
同 110号 18年
農業経済研究 19巻2号 18年
朝鮮古代の家畜について一一馬ー一 社会経済史学 13巻11・12号 19年
上代北陸道に於ける能登国
本邦古代小豆考
本邦大豆栽培の起原
上代大豆考ー一ー用途を中心として一
本邦養鶏の起原
大化改新と農民の経済生活
一農地改革・税制に関連して一一
本邦古代黍作考ー一栽培の由来—
経済史研究 31巻1号 19年
社会経済史学 15巻2号 24年
日本史研究 10号 24年
人文科学論集 1号 24年
鶏の研究 269号 24年
同盟事報 90号 25年
経済論集 1巻3・4号 26年
函
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朝鮮古代の家畜について
—犬・猪・難ー一
本邦古代稗作考
本邦古代粟作考一~特にその由来-—­
農業の起原について
日本稲の起原について (1) 
—南方伝来説批判一一
同 (2)
続日本紀に表れた対蝦夷政策
一時代的変遷について一一
石棒•石剣考
朝鮮における稲栽培の起原
—稲由来説批判ー一
奈良時代における経済政策
近世後期における隠岐島前の牛馬につ
いて
日本稲の起源について
（「食生活の知慧」講演会速記）
随筆
海の幸
餅
鰻
朝鮮学報第3輯 昭和27年
経済論集 5巻 1号 30年
関西大学70周年記念論集 30年
瀧川博士還暦記念論文集
日本史篇 32年
経済論集 7巻 1号 32年
同 8巻2・3号 33年
魚澄先生古稀記念国史学論叢・
34年
高橋盛孝博士還暦記念論文集
東西学術研究所論叢 44 35年
朝鮮学報第18輯 36年
森川太郎博士還暦記念論文集
「経済と金融の諸問題」
ミネルヴァ書房 37年
矢口孝次郎博士還暦記念特輯
経済論集 13巻4・5・6号 38年
史 泉第27・28合併号 38年
食糧経済第6巻第8号昭和15年
食糧経済第7巻第 1号 16年
食糧経済第8巻第8号 17年
???
???????
食糧経済第9巻第2号
食糧経済第9巻第3号
食糧経済第9巻第7号
食糧経済第9巻第8号
食糧経済第10巻第2号
18年
18年
18年
18年
19年
? ?? ?
??
食糧経済第10巻第7・8号 19年
史泉 1号 26年
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河豚談義 関西大学学報 244号昭和26年11月
西 瓜 関西大学学報 251号 27年8月
代読というもの（千里山随想5) 校友会誌関大 11号 31年3月
物は考えよう （ ” 6) 関 大 12号 31年4月
ほどのよい話 関 大 13号 5月一偉大なる平凡ということ一
寄鼻陳思ーはなしらむ鼻の効用一 関 大 14号 6月
ふるさとの味 関 大 15号 7月
暑さにめげる 関 大 16号 8月
秋のさまざま 関 大 17号 9月
わせとおくての話 関 大 18号 11月
年の瀬に思う 関 大 19号 12月
酉年の春に迷う 関 大 20号 32年 1月
腑有用論 関 大 21号 32年2月
禿・白髪論 関 大 42号 33年11月ートモハゲとは聞いたことがない一
寄紙陳思 関育西後 大学教 援会々報 1号 12月
飲み放談 関 大 44号 34年1月ーのんベーはなぜ嫌われる？ー
肝臓談義 教育後援会々報 2号 6月
教育昔ばなし 教育後援会々報 3号 12月
就職主事と役目 一人身売買が商売ー' 教育後援会々報 4号 35年6月
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